
  

志賀原子力発電所 敷地内シームに関する
追加調査の報告について

                                                                            平成25年6月6日
                                                                            北陸電力株式会社

　当社は、原子力安全・保安院からの指示文書「敷地内破砕帯の追加調査計画の策定に

ついて(指示)」に基づき、「敷地内破砕帯の追加調査計画」を策定し、調査を実施して

まいりました。昨年12月には中間報告を取りまとめ、原子力規制委員会に報告しており

ます。　(平成24年７月18日、７月25日、10月25日、12月7日お知らせ済み)

　このたび、当社は、中間報告以降の調査で得られたデータも含めたこれまでの調査結

果に基づき、報告書を取りまとめ、本日、原子力規制委員会に報告いたしました。

＜報告書の結論骨子＞

　①シームＳ－１は活動性が問題となるものではなく、耐震設計上考慮すべき活断層で

　　はない。

　　・複数の調査箇所において、シームＳ－１を含む岩盤の上載地層（高位段丘Ⅰ面の

　　　堆積物）に変位・変形がないことを確認した。

　　　⇒シームＳ－１は、少なくとも12～13万年前以降、活動していない。

　　・岩盤調査坑において、安山岩礫がシームＳ－１を分断するように分布しているこ

　　　と、シーム近くの礫に破断がないことなどを確認した。

　　　⇒シームＳ－１は、変位の繰り返しがあったとは考え難い。

　②１号機設置許可時のトレンチにおけるシームＳ－１の岩盤上面の段差は、侵食作用

　　によるものと考えられる。

　　・海岸部調査や防潮堤基礎部調査において、１号機設置許可時のトレンチ調査の際

　　　のスケッチ図のような段差形状が多く見られる。

　　・１号機設置許可時のトレンチのほぼ直下で掘削した岩盤調査坑において、安山岩

　　　礫がシームＳ－１を分断するように分布し、そこに破断等が認められない。

　　　⇒段差の成因は断層活動ではなく、侵食作用によるものと考えられる。

　なお、今回の報告書は、敷地内シームに関する追加調査結果を取りまとめたものであ

り、周辺の小規模な断層の活動性に関する資料等については、別途提出する予定です。

　当社は、地域の皆さまにご安心いただけるよう、今回の調査結果を含め、志賀原子力

発電所の安全性について、丁寧にご説明していくとともに、新しい規制基準をクリアす

るよう適切に対応し、志賀原子力発電所の一日も早い再稼働を目指してまいります。

以　上

（添付資料）志賀原子力発電所敷地内シームに関する追加調査報告の概要
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別紙②別紙②

② ｼｰﾑＳ－１の性状 （岩盤調査坑調査、建設時基礎底面写真の観察）② ｼ ﾑＳ １の性状 （岩盤調査坑調査、建設時基礎底面写真の観察）

(1) 横坑掘削途中の切羽観察と底盤観察 （例）ポイント ： 岩盤調査坑内の地質 シームとその周辺の性状 礫との関係 (1) 横坑掘削途中の切羽観察と底盤観察 （例）ポイント ： 岩盤調査坑内の地質、シ ムとその周辺の性状、礫との関係
岩盤調査坑イメ ジ図

切羽 No 13 底盤No 15付近 底盤No 29付近ｼｰﾑS-1
岩盤調査坑イメージ図

切羽 No.13 底盤No.15付近 底盤No.29付近ｼ ﾑS 1

T測線
S-1

T測線

左ｽｹｯﾁ図範囲
立坑

左ｽｹｯﾁ図範囲

ｼ ﾑ は ｼ ﾑ 方向ｼｰﾑS-1’は，ｼｰﾑS-1方向に
会合するように大きく屈曲会合するように大きく屈曲

建設時の
１号

建設時の
1号原子炉建１号

原子炉建屋
1号原子炉建
屋底盤岩
盤

原子炉建屋 屋底盤
写真盤
調

写真
（右下図）調
査
（右下図）
査
坑

シームS-1 シームS-1
坑

(１) 岩盤調査坑内におけるシ ム ｼｰﾑS-1の厚さは(ﾌｨﾙﾑ状～ 3.5cm程
度）

(１)  岩盤調査坑内におけるシーム
を含む岩盤状況の観察の結果 度）

切羽N 13 厚さ 0 1 1 0

を含む岩盤状況の観察の結果、
ｼ ﾑＳ １のごく近傍の礫は角 ・切羽No.13 ： 厚さ 0.1～1.0cm

・切羽No.30 ： 厚さ ﾌｨﾙﾑ状～0.8cm
ｼｰﾑＳ－１のごく近傍の礫は角
張 ておらず 破断もない

（上記写真には割れ目等を加筆）
切羽No 13

【岩盤調査坑の地質】
切羽 厚さ ｨ 状
・底盤No.15付近 ： 厚さ 0.2cm
底盤N 29付近 厚さ 0 1

張っておらず、破断もない。切羽No.13

【岩盤調査坑の地質】

横坑の両側壁には堅硬な安山岩(均

・底盤No.29付近 ： 厚さ 0.1cm

ｼｰﾑS-1’ ｼｰﾑS-1ｼｰﾑS-1’は No 27付 底盤No.15
・横坑の両側壁には堅硬な安山岩(均
質)が分布 シームＳ－１’は シームＳ－１からの

ｼ ﾑS 1 ｼ ﾑS 1ｼ ﾑS 1 は，No.27付
近で認められなくなる

質)が分布。
そ 間 帯状を する火山砕屑岩

シームＳ－１ は、シームＳ－１からの
分岐であると考えることができる

立
坑

・その間に帯状を呈する火山砕屑岩
が 布

分岐であると考えることができる。
・立坑底盤側壁からの水平ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査結果では、

坑
側
壁が分布。

立坑底盤側壁からの水平ﾎ ﾘﾝｸ 調査結果では、
ｼｰﾑS-1の下盤側に連続していない。

壁

切羽No 30
・ｼｰﾑＳ－１は帯状を呈する火山砕屑 ・No.27付近で認められなくなる。

N 3付近底盤において ｼ ﾑS 1方向に会合する 立坑底盤横坑全景
切羽No.30

岩中に認められる。 ・No.3付近底盤において、ｼｰﾑS-1方向に会合する
ように大きく屈曲している部分が認められる。

立坑底盤
水平ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

横坑全景
底盤No.29 ように大きく屈曲している部分が認められる。

立坑底盤付近の立坑側壁からの

シームＳ－１ シームＳ－１’
底盤No.29

(2) 横坑 切羽No 30観察 (3) シームＳ－１とその周辺の礫の観察（ブロックサンプリング ボーリングコアＣＴスキャン）
立坑底盤付近の立坑側壁からの
水平ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査【T測線】（断面図ｲﾒｰｼﾞ）(2) 横坑 切羽No.30観察 (3) シ ムＳ １とその周辺の礫の観察（ブロックサンプリング、ボ リングコアＣＴスキャン） 水平ﾎ ﾘﾝｸ 調査【T測線】（断面図ｲﾒ ｼ ）

N 21付近 建設時の１号原子炉建屋N 17ｼｰﾑS-1 No.21付近
ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

建設時の１号原子炉建屋
底盤 真

No.21付近
ﾞ ｸｻﾝ ﾟﾘﾝｸﾞ

No.17付近
ﾞ ｸｻﾝ ﾟﾘﾝｸﾞ

No.17
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱ

ｼｰﾑS-1
切羽 ﾌ ﾛｯｸｻﾝﾌ ﾘﾝｸ 底盤写真ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾎ ｰﾘﾝｸ ｺｱ

CTｽｷｬﾝNE→←SW

切羽
No.30 CTｽｷｬﾝNE→

ｼ ﾑS 1

←SW
ｼｰﾑS-1

礫がｼｰﾑ礫がｼ
を分断

が 5cm
礫がｼ ﾑ

礫がｼｰﾑ
に入り込む 礫がｼｰﾑ

に入り込む
に入り込む

に入り込む5cm

（３） ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙやﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱの観察の結果、安山岩礫がｼｰﾑＳ－１を分 シームS-1（３） ﾌ ﾛｯｸｻﾝﾌ ﾙやﾎ ﾘﾝｸ ｺｱの観察の結果、安山岩礫がｼ ﾑＳ １を分
断する状況やｼｰﾑに入り込む状況を確認。 5cm

シームS 1
断する状況やｼ ﾑに入り込む状況を確認。

【まとめ】 ・１号原子炉建屋底盤では 帯状を呈する火山砕屑岩50cm切羽No 30スケッチ 【まとめ】 １号原子炉建屋底盤では、帯状を呈する火山砕屑岩
がシームＳ－１を分断するように分布

50cm切羽No.30スケッチ

(２) シームＳ－１に近づくにしたがって割れ目が増加した ・ 岩盤調査坑内の観察の結果 (1) (2) (3)を踏まえると シームS-1は 安山岩礫
がシ ムＳ １を分断するように分布。

⇒変位の繰返しがあったとは考えがたいことと整合(２) シ ムＳ １に近づくにしたがって割れ目が増加した
り 礫が細粒化する傾向はない

・ 岩盤調査坑内の観察の結果、(1)、(2)、(3)を踏まえると、シームS-1は、安山岩礫
に破断等の変状を与えるような変位の繰り返しがあ たとは考え難い

⇒変位の繰返しがあったとは考えがたいことと整合
り、礫が細粒化する傾向はない。 に破断等の変状を与えるような変位の繰り返しがあったとは考え難い。
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別紙③別紙③

③ 海岸部シームの性状、 既往調査に関連する考察 （海岸部調査、防潮堤基礎部調査、鉱物組成分析）③ 海岸部シ ムの性状、 既往調査に関連する考察 （海岸部調査、防潮堤基礎部調査、鉱物組成分析）

【参考】 真②海岸部地形調査
ポイント ： 防潮堤基礎部における岩盤上面とその上位の堆積形状防潮堤基礎部調査【参考】写真②海岸部地形調査

（線状地形）
防潮堤基礎部調査 ポイント ： 防潮堤基礎部における岩盤上面とその上位の堆積形状防潮堤基礎部調査（線状地形）
観察範囲←海側 山側→←海側 山側→

防潮堤基礎部42ブロックの例 旧トレンチの例42ﾌﾞﾛｯｸ
観察範囲←海側 山側→

EL15m
←海側 山側→

EL15m 防潮堤基礎部 ブ ックの例 例

Ｋ-１
約4m約4m

ｼｰﾑなしの箇所 ｼｰﾑありの箇所
Ｋ １

約2m1 底盤約2m1 底盤

土壌
ｼ ﾑなしの箇所 ｼｰﾑありの箇所

よく似ている
約2m1:1 底盤約2m1:1 底盤

壌

礫層

よく似て る
基礎杭基礎杭

礫層 礫層
A 礫層
Ｋ-2Ｋ-４

防潮堤標準断面図防潮堤標準断面図 A
Ｋ 2Ｋ ４
C

B
Ｋ-５
B

岩盤Ｋ ６７８

岩
岩盤Ｋ-６,７,８

岩
盤【参考】写真①Ｋ-９ 【参考】写真①

Ｋ-10

S-1
0 1b

a

0 1m 0 1mb
Ｋ-３K-○： ｼｰﾑS-1

c

Ｋ ３

Ｋ-11

○
帯状を呈する

ｼ ﾑS 1

シームを伴わない箇所においても 「旧ﾄﾚﾝﾁ」と同様の 岩盤の段差形状や堆積状況を確認
c Ｋ-11

火山砕屑岩
シ ムを伴わない箇所においても，「旧ﾄﾚﾝﾁ」と同様の、岩盤の段差形状や堆積状況を確認。

海岸部調査 ポイント 海岸部シ ムの走向 性状 鉱物組成 ポイント 海岸部における岩盤上面の段差形状の状況海岸部調査海岸部調査 ポイント ： 海岸部シームの走向・性状・鉱物組成 ポイント ： 海岸部における岩盤上面の段差形状の状況海岸部調査

海岸部ｼｰﾑと敷地内ｼｰﾑは以下が同様 ba

・走向：概ね北北東-南南西北西-南東の２方向

a

走向：概ね北北東 南南西,北西 南東の２方向。

性状 シ ムは 帯状を呈する火山砕屑岩中に認められる
陸側

・性状：シームは、帯状を呈する火山砕屑岩中に認められる。
陸側

陸側

・鉱物組成： で採取した試料を用いたＸ線回折結果から、相対的に低温条件で生成される変質鉱A 陸側
海側

鉱物組成 で採取した試料を用 た 線回折結果から、相対的に低温条件で生成される変質鉱
物(ｸﾘｽﾄﾊﾞﾗｲﾄ,ｽﾒｸﾀｲﾄ）を含んでいる。 海側 海側海側物(ｸﾘｽﾄﾊ ﾗｲﾄ,ｽﾒｸﾀｲﾄ）を含んでいる。 海側 海側

B （Ｋ ２の例）帯状を呈する火山砕屑岩
B （Ｋ－２の例）

Ｋ－３Ｋ－３

CA

Ｋ ３

c帯状を呈する火山砕屑岩

CA

海岸部の帯状を呈する火山砕屑岩に沿った岩
c帯状を呈する火山砕屑岩

帯状を呈する火山砕屑岩 海岸部の帯状を呈する火山砕屑岩に沿った岩
盤上面の段差形状は、多くは高低差50cm程度以

陸側安山岩

帯状を呈する火山砕屑岩

凝灰質な細粒部
盤 面の段差形状は、多くは高低差 程度以
下で、片側が一様に高い傾向は認められず、陸側安山岩

（均質）
安山岩 凝灰質な細粒部

凝灰質な細粒部 下で、片側が 様に高 傾向は認められず、
様々な形状を呈し、シャープな段差も見られる。

海側
（均質） （角礫質）

凝灰質な細粒部
様 な形状を呈し、シャ プな段差も見られる。

海側
Ｋ ５

10ｃｍ
安山岩（角礫質） 凝灰角礫岩

10ｃｍ
・ ： 凹地aＫ－５ 安山岩（角礫質） 凝灰角礫岩

・ ： 陸側が高い段差bｼｰﾑ（粘土などの軟弱物質）なしｼｰﾑ（粘土などの軟弱物質）あり ： 陸側が高い段差

・ ： 海側が高い段差

b

c海岸部のｼ ﾑは 堅硬な岩石中において断続的分布している ・ ： 海側が高い段差c
Ｋ－３海岸部のｼｰﾑは、堅硬な岩石中において断続的分布している。

【まとめ】 海岸部ｼ ﾑと敷地内ｼ ﾑは 同様の走向 性状 鉱物組成 同時期 同じ過程を経 形成された 能性が高【まとめ】 ・ 海岸部ｼｰﾑと敷地内ｼｰﾑは、同様の走向・性状・鉱物組成 ⇒同時期、同じ過程を経て形成された可能性が高い。

【まとめ】・ 海岸部のｼｰﾑは、堅硬な岩石中において断続的B CA 【 】

旧ﾄﾚﾝﾁのｽｹ ﾁにおける形状（岩盤上面の段差形状とその上位で堆積層が傾斜する形状）

海岸部のｼ ﾑは、堅硬な岩石中において断続的
に分布。

B C
なお，帯状を呈する火

A

・旧ﾄﾚﾝﾁのｽｹｯﾁにおける形状（岩盤上面の段差形状とその上位で堆積層が傾斜する形状）
と同様な形状は 侵食作用による影響が大きい周辺の海岸部や防潮堤基礎部でも多く見ら

に分布。

海岸部の帯状を呈する火山砕屑岩に沿 た段差b

なお，帯状を呈する火
山砕屑岩は、敷地前
面に限らず 能登半島

⇒活動性が問題となるものでは
と同様な形状は、侵食作用による影響が大きい周辺の海岸部や防潮堤基礎部でも多く見ら
れる

・ 海岸部の帯状を呈する火山砕屑岩に沿った段差a b c 面に限らず、能登半島
西岸に露出する穴水ない。

れる。
は、片側が一様に高い傾向が認められない。

西岸に露出する穴水
累層中に広く分布。

5

は、片側が 様に高い傾向が認められない。
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